
注記

財務諸表に対する注記（法人全体）

　１．重要な会計方針

　（１）有価証券の評価基準及び評価方法

　　　　該当なし

　（２）固定資産の減価償却の方法

　　　　①有形固定資産(リース資産を除く)　　　定額法

　　　　②無形固定資産(リース資産を除く)　　　定額法

　　　　③リース資産

　　　　　ａ）所有権移転ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　　　　自己所有の固定資産に適用する減価償却方法と同一の方法によっている。

　　　　　ｂ）所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産

　　　　　　リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっている。

　（３）引当金の計上基準

　　　　徴収不能引当金

該当なし

　　　　賞与引当金

　　　　退職給付引当金

　（４）棚卸資産の評価基準及び評価方法

　　　　貯蔵品

　（５）その他財務諸表作成のための基本となる重要な事項

　　　　該当なし

　２．法人で採用する退職給付制度

　（１）全国社会福祉協議会が実施する退職共済制度

　（２）一般社団法人宮城県民間社会福祉振興会が実施する退職共済制度

　３．法人が作成する財務諸表等と拠点区分、サービス区分

　　当法人の作成する財務諸表は以下のとおりになっている。

　（１) 法人全体の財務諸表(第１号の１様式、第２号の１様式、第３号の１様式)

　（２) 事業区分別内訳表(第１号の２様式、第２号の２様式、第３号の２様式)

　　　　当法人では、事業区分が社会福祉事業のみのため作成していない。

　　　　当法人では、公益事業を実施していないため作成していない。

　　　　当法人では、収益事業を実施していないため作成していない。

　（４）公益事業における拠点区分別内訳表(第１号の３様式、第２号の３様式、第３号の３様式)

   (５) 収益事業における拠点区分別内訳表(第１号の３様式、第２号の３様式、第３号の３様式)

　（３）社会福祉事業における拠点区分別内訳表(第１号の３様式、第２号の３様式、第３号の３様式)

なお、所有権移転外ファイナンス・リース取引のうち、平成27年3月31日以前のものについて
は、通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理によっている。

職員に対して将来支給する退職金のうち、社会福祉法人全国社会福祉協議会の全国社会福祉団
体職員退職手当積立基金制度掛金、一般社団法人宮城県民間社会福祉振興会の退職共済制度掛
金の法人負担分相当額を退職給付引当金に計上している。

最終仕入原価法による原価法（貸借対照表価額は時価（再調達原価）が簿価よりも下落した場
合には時価評価額による評価）

但し、経理規程第45条第3項に該当する棚卸資産については棚卸を省略している。

職員の賞与の支給に備えるため、支給見込額のうち当期に帰属する額を計上している。



　（６）各拠点区分におけるサービス区分の内容

　　　ア　地域福祉事業拠点（社会福祉事業）

　　　　　法人運営事業

　　　　　広報・啓発事業

　　　　　助成事業

　　　　　地域福祉事業

　　　　　ボランティアセンター活動事業

　　　　　総合相談支援事業

　　　　　福祉サービス総合支援事業

　　　　　受託事業

　　　　　資金貸付事業

　　　イ　指定管理事業拠点（社会福祉事業）

　　　　　大張児童館管理運営事業

　　　ウ　認定こども園運営事業拠点（社会福祉事業）

　　　　　丸森たんぽぽこども園運営事業

　４．基本財産の増減の内容及び金額

　　基本財産の増減の内容及び金額は以下のとおりである。

(単位：円)

　　該当なし

　６．担保に供している資産

　　担保に供されている資産は以下のとおりである。

　　　認定こども園運営事業拠点区分

　　　　建物（基本財産）　　　　　　　 　　　　　　　　　　　　　　　414,570,245円

　　担保している債務の種類および金額は以下のとおりである。

　　　丸森町　　　　　　設備資金借入金（１年以内返済予定額を含む）　　23,400,000円

　　　(独)福祉医療機構　設備資金借入金（１年以内返済予定額を含む）　　21,624,000円

　　　　　　　　　　　　計　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　45,024,000円

　７．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

　　固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、以下のとおりである。

(単位：円)

　８．満期保有目的の債券の内訳並びに帳簿価額、時価及び評価損益

　　該当なし

基本財産の種類

建物

合計

前期末残高

27,309,385

車輛運搬具

器具及び備品

ソフトウェア

合計

構築物

建物（基本財産）

建物

取得価額

510,153,102

2,100,375

594,931,256

減価償却累計額

95,582,857

278,178

11,586,452

2,329,820

21,416,131

38,583,749

432,000

131,625,438

当期末残高

414,570,245

1,822,197

26,997,297

3,938,239

15,509,840

468,000

463,305,818

6,268,059

36,925,971

900,000

　５．会計基準第３章第４（４）及び（６）の規定による基本金又は国庫補助金等特別積立金の取崩し

当期末残高

414,570,245

414,570,245

441,879,630

441,879,630

当期増加額

0

0

当期減少額

27,309,385



　９．関連当事者との取引の内容

　　該当なし

　１０．重要な偶発債務

　　該当なし

　１１．重要な後発事象

　　該当なし

　１２．その他社会福祉法人の資金収支及び純資産増減の状況並びに資産、負債及び純資産の状態を明らか

　　にするために必要な事項

　　・適用する会計基準の変更について

　　・賞与引当金の計上について

当期より、社会福祉法人会計基準（雇児発0727第1号 社援発0727第1号 老発0727第1号 平成23年7月27
日）を適用する。

従来、賞与については支給時に全額を費用処理する方法を採用していたが、新会計基準移行に伴い当
会計年度の負担に属する金額を当会計年度の費用に計上し、負債として認識すべき残高を賞与引当金
として計上する方法に変更している。


